
様 式 １

自 然 公園 等 事業 の 事後 評 価表

事 業 名 ： 須 川 園 地 整 備 事 業 事 務 所 名 等 ： 秋 田 県

事 後 評 価 年 度 ： ２ ６ 年 度

新 規 採 択 年 度 ： １ ８ 年 度 完 成 年 度 ： ２ １ 年 度

計 画 額 ： ６ ０ ， ５ ０ ０ 千 円 実 行 額 ： ５ ２ ， ５ ０ ０ 千 円

事 業 概 要 事 業 目 的 ： 須 川 地 域 は 県 南 東 部 に 位 置 し 、 須 川 湖 を 中 心 と し て 周 辺 に は 栗 駒 山 や 高

層 湿 原 な ど の 自 然 環 境 が 広 が る 高 原 地 帯 （ 標 高 １ ， ０ ０ ０ ｍ ） で あ る 。 園

路 や 木 道 が 厳 し い 自 然 環 境 に よ り 老 朽 化 が 進 み 損 傷 も 激 し い こ と か ら 、 再

整 備 を 行 い 、 植 生 の 保 護 ・ 回 復 を 図 り 、 自 然 学 習 ・ 体 験 活 動 の 場 と し て の

機 能 を 高 め る 。

事 業 場 所 ： 秋 田 県 雄 勝 郡 東 成 瀬 村 須 川

構 造 ・ 規 模 等 ： 木 道 改 修 1,370m、 木 橋 ２ 橋 、 丸 太 柵 工 252m、 公 衆 ト イ レ 設 備 改 修 １

棟 、 ベ ン チ 工 ５ 基 、 標 識 工 ８ 基 、 桟 橋 １ 式 ほ か

評 価 結 果 対 比 費 用 便 益 分 析 指 標 活 用 型 評 価 備 考

新 規 採 択 時 評 価 ３ ． ９ ０ ３ ０

事 後 評 価 ０ ． ８ ２ ２ ９

視 点 内 容

費 用 対 効 果 分 析 及 び 指 標 引 用 し て い る 統 計 の 集 計 方 法 が 変 更 と な っ た こ と に 加 え 、

活 用 型 評 価 要 因 の 変 化 自 然 災 害 の 影 響 で 利 用 者 数 が 大 幅 に 減 と な り 、 費 用 便 益 が

実 減 少 し た 。 指 標 活 用 型 評 価 要 因 に お い て は 、 ほ ぼ 計 画 通 り

に 実 施 で き て い た も の の 、 利 用 者 数 の 集 計 方 法 の 影 響 が 大

績 き く ３ ０ 点 に 達 す る こ と が で き な か っ た 。

事

の 事 業 効 果 の 発 現 状 況 園 地 の 再 整 備 に よ り 、 湿 原 植 生 の 保 護 と 利 用 者 の 快 適 な 利

後 用 環 境 の 向 上 を 図 る こ と が で き た 。

確

評 事 業 実 施 に よ る 来 訪 者 や 来 訪 者 は 減 少 し て い る が 、 園 路 等 の 再 整 備 に よ り 自 然 環 境

認 周 辺 環 境 の 変 化 の 保 全 が 図 ら れ て い る 。

価

岩 手 ・ 宮 城 内 陸 地 震 （ H20） や 東 日 本 大 震 災 （ H23） の 影 響

の 社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 も あ り 、 平 成 20 年 以 降 、 栗 駒 国 定 公 園 を 訪 れ る 利 用 者 数

は 著 し く 減 少 し て い る 。

実

今 後 の 事 後 評 価 の 必 要 性 な し

施 必

要 自 然 災 害 に よ る 利 用 者 数 減 の 影 響 が 大 き い も が 、 今 後 、 登

性 改 善 措 置 の 必 要 性 山 ブ ー ム な ど の 効 果 も あ り 、 緩 や か に 回 復 し て い く も の と

の 考 え ら れ る た め 、 改 善 措 置 は 特 段 不 要 と 思 わ れ る 。

検

討 同 種 事 業 の 計 画 ・ 実 施 の な し

あ り 方 や 事 業 評 価 手 法 の

見 直 し の 必 要 性

１ 事 後 評 価 の 結 果 ：

ア . 効 果 の 発 現 が 十 分 で 改 善 措 置 の 必 要 性 が な い 。

イ . 今 後 時 間 の 経 過 と と も に 効 果 の 発 現 が 期 待 で き る た め 、 経 過 観 察 が 必 要 で あ る 。

ウ . 効 果 の 発 現 は 期 待 で き ず 改 善 措 置 の 検 討 が 必 要 で あ る 。

２ 上 記 １ の ウ .の 場 合 の 検 討 状 況 ：
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様 式 １

自 然 公園 等 事業 の 事後 評 価表

事 業 名 ： 須 川 野 営 場 整 備 事 業 事 務 所 名 等 ： 秋 田 県

事 後 評 価 年 度 ： ２ ６ 年 度

新 規 採 択 年 度 ： １ ８ 年 度 完 成 年 度 ： ２ １ 年 度

計 画 額 ： ５ ２ ， ５ ０ ０ 千 円 実 行 額 ： ５ ２ ， ５ ０ ０ 千 円

事 業 概 要 事 業 目 的 ： 須 川 地 域 は 県 南 東 部 に 位 置 し 、 須 川 湖 を 中 心 と し て 周 辺 に は 栗 駒 山 や 高

層 湿 原 な ど の 自 然 環 境 が 広 が る 高 原 地 帯 （ 標 高 １ ， ０ ０ ０ ｍ ） で あ る 。 野

営 場 は 昭 和 ６ ３ 年 頃 か ら 整 備 （ 園 路 、 キ ャ ン プ サ イ ト 、 炊 事 棟 な ど ） さ れ

て き て い る が 、厳 し い 自 然 環 境 に よ り 老 朽 化 が 進 み 損 傷 も 激 し い こ と か ら 、

再 整 備 を 行 う も の で あ る 。

事 業 場 所 ： 秋 田 県 雄 勝 郡 東 成 瀬 村 須 川

構 造 ・ 規 模 等 ： 管 理 棟 改 修 １ 式 、 炊 事 棟 改 修 ２ 棟 、 休 憩 所 解 体 ２ 棟 、 ﾃﾝﾄｻｲﾄ改 修 24
基 ほ か

評 価 結 果 対 比 費 用 便 益 分 析 指 標 活 用 型 評 価 備 考

新 規 採 択 時 評 価 １ ． ６ ６ ３ ３

事 後 評 価 ０ ． ９ ４ ３ ０

視 点 内 容

費 用 対 効 果 分 析 及 び 指 引 用 し て い る 統 計 の 集 計 方 法 が 変 更 と な っ た こ と に 加 え 、

実 標 活 用 型 評 価 要 因 の 変 自 然 災 害 の 影 響 で 利 用 者 数 が 大 幅 に 減 と な り 、 費 用 便 益 が

化 減 少 し た 。 指 標 活 用 型 評 価 要 因 に つ い て は 、 お お む ね 達 成

績 す る 事 が で き た 。

事 の 事 業 効 果 の 発 現 状 況 事 業 実 施 に よ り 老 朽 化 し た 施 設 の 改 修 等 を 行 う こ と が で き 、

野 営 場 の 利 用 環 境 の 改 善 が で き た 。

後 確

事 業 実 施 に よ る 来 訪 者 下 記 の と お り 利 用 者 数 が 減 少 し て い る た め 、 明 確 な 変 化 は

評 認 や 周 辺 環 境 の 変 化 把 握 で き て い な い 。

価 岩 手 ・ 宮 城 内 陸 地 震 （ H20） や 東 日 本 大 震 災 （ H23） の 影 響

社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 も あ り 、 平 成 20 年 以 降 、 栗 駒 国 定 公 園 を 訪 れ る 利 用 者 数 は

の 著 し く 減 少 し た ま ま と な っ て い る 。

実 今 後 の 事 後 評 価 の 必 要 な し

性

施 必

要 自 然 災 害 の 影 響 に よ る 利 用 者 数 減 の 影 響 が 大 き い が 、今 後 、

性 改 善 措 置 の 必 要 性 登 山 ブ ー ム な ど の 効 果 も あ り 、 緩 や か に 回 復 し て い く も の

の と 考 え ら れ る た め 、 改 善 措 置 は 不 要 と 思 わ れ る 。

検

討 同 種 事 業 の 計 画 ・ 実 施 な し

の あ り 方 や 事 業 評 価 手

法 の 見 直 し の 必 要 性

１ 事 後 評 価 の 結 果 ：

ア . 効 果 の 発 現 が 十 分 で 改 善 措 置 の 必 要 性 が な い 。

イ . 今 後 時 間 の 経 過 と と も に 効 果 の 発 現 が 期 待 で き る た め 、 経 過 観 察 が 必 要 で あ る 。

ウ . 効 果 の 発 現 は 期 待 で き ず 改 善 措 置 の 検 討 が 必 要 で あ る 。

２ 上 記 １ の ウ .の 場 合 の 検 討 状 況 ：
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